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７．道路施設の凍上被害事例調査 
 
北海道という寒冷地特有な道路施設への支障をきたすものとして、路面の積雪、凍結の

ほかに施設全般の凍上による被害がある。凍上被害は、単に施設機能を損なう以外に安全

な交通を阻害する場合も少なくない。 

 舗装やのり面などの凍上凍結の問題は、これまで多くの取り組みが行われ、現在でも(独)

北海道開発土木研究所や関係する開発建設部で調査研究が引き続き行われている。ここで

は、これらの取り組みとの重複を避ける意味から、道路施設の凍上被害の基礎的調査にと

どめ、既往資料に基づき整理した寒冷少雪地域や代表的な凍害事例について述べることに

する。 

 
７．１ 寒冷少雪地域について 
 
 図７－１は、北海道の最低気温分布図と 10 年確率最大積雪等深線図を合成したものであ

る。北海道でもっとも寒冷少雪地域として道東の図中にマークした北見周辺地域や別海町

西部地域周辺が挙げられる。 

 

 
図７－１ 北海道の最低気温分布図と 10 年確率最大積雪等深線の合成 
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７．２ 寒冷少雪地域における凍上被害事例 
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７．３ 凍上対策事例調査例 
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７．４ 今後の課題 
 
 今回のまとめは、これまでの資料に基づいて少雪寒冷地や凍上被害、対策事例について

基礎的調査にとどめたものである。道路施設の凍上被害対策については、かねてから取り

組まれてきた問題であるが、いまだに散見されるのが実情であり、実務レベルでの実態調

査なども行われている。また、近年、地域の降雪状況に変化が見られるなど、寒冷地での

凍結凍上による被害対策も従来の方法では追随できない気象環境変化も指摘される。 
 今後、被害実態の把握と合理的な対策の実現に向けた調査データの蓄積と対策技術の検

討が必要である。 
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